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福島県への調査団派遣報告
平成２３年 ６月 ７日
国立大学法人 福井大学
１．派遣に至る経緯等
福井大学は工学部，医学部，教育地域科学部等を擁し，多数の原子力発電所が立地する地域特性を踏
まえ，工学系では附属国際原子力工学研究所，工学研究科原子力・エネルギー安全工学専攻，医学系で
は，高エネルギー医学研究センター等を置いている。
東日本大震災において，これまでに医学部・附属病院や附属国際原子力工学研究所の教員を中心に復
興支援に努めており，このたび，西川福井県知事との懇談を契機に，大学としての調査団を編成，現地
調査を行い，今後の復興支援の検討等を進めることとした。
２．調査目的
（１）福島県への支援活動の実施
（２）今後，本学が更に実行可能な復興支援の在り方の調査
（３）原子力防災・危機管理に関する研究教育の発展強化のための調査
３．調査メンバー
４．調査内容
５月２４日（火）～５月２６日（木）の間（一部教員は別日程）において，それぞれの調査目的（別紙参
照）に応じて調査を実施するとともに，緊急被ばくスクリーニング等の支援活動にも従事した。
５．視察，知事面談及び調査結果
（１）面談に先立っての福島県相双地方の視察
福島県相双地方振興局長及び同県民環境部長の案内のもと，津波被害及び原子力災害に見舞われ
た相双地方を視察した。５月２２日現在，同地域の死者・行方不明者は１，６３４人，避難者数は９５，９２２
人であること等の説明があり，被ばくの問題によりボランティアが入れず，復興が手つかずの状態
であること等を認識した。
（２）福島県知事との面談要旨
（福島県側出席者）佐藤雄平知事，長門昭夫直轄理事，佐藤節夫生活環境部長，
所 属 職 名 氏 名 専門分野等
役 員
学 長 福田 優 団長
理 事 寺岡 英男 教育等担当副学長，学生ボランティア担当
理 事 高梨 桂治 事務局長
附属国際原子力
工学研究所
所 長 竹田 敏一 原子力学
教 授 泉 佳伸 放射線化学，放射線生物学，医学物理
工学研究科原子力・
エネルギー安全工学専攻
教 授 玉川 洋一 放射線計測
准教授 川本 義海 都市交通計画，地域共生論
医学部
教 授 重松 陽介 小児科学
教 授 酒井 明子 臨床看護学，災害看護
医学部附属病院救急部 准教授 木村 哲也 救急医学
保健管理センター 准教授 細田 憲一 思春期青年期心理学，臨床心理学〈別日程〉
事務局
係 長 北島 弘一 調査支援
係 長 嶋津 裕子 災害ボランティア支援
係 員 林 美果 広報
― ７ ―
阿久津文作保健福祉部長，樵 隆男知事公室長
福田学長及び佐藤知事から，次のような発言があった。
○福田学長
今回の調査目的等を説明後，急性期から慢性的な状況へと新たな問題が展開している中で，原
子力の汚染問題，心の問題，災害看護の問題，スクリーニング等において，福井大学が今後どのよ
うな支援をさせていただけるのかを伺いたい，また，１４基の原子力発電所が立地する福井県におい
て，福井大学は国際原子力工学研究所を擁しており，今回の原発事故を契機に，原発の防災と危機
管理が人類の課題だと考え，この領域を新しい部門として設置し，同時にこのことにより，福島県
の現状に少しでも役立ちたい。
○佐藤福島県知事
今，福島県はまさに４重苦の状況にあるが，この震災にあってすぐ西川福井県知事が来県され，
また，福井大学も即座に私どもに調査団を派遣していただき感謝申し上げる。
これから復興に向かっていく状況になりつつあるが，原子力災害については極めて厳しい状況の
中で様々な判断が必要とされている。今日で７５日目となるが，殆ど原子力事故の対応に追われてお
り，また，新しい局面が次々と出てきている。避難対策，原発事故による漁業被害から始まり，工
業被害，学校の校庭の問題。毎日新しい課題が生まれているが，課題への対応が広範囲に及び，長
期間になることを踏まえながら，復興という方向に向かってスタートした。
地元には福島大学，福島県立医科大学があり，協働の中でよろしくお願いしたい。また，対策等
それぞれご指導いただければありがたい。我々の課題解決に協力していただきたい。
（３）各調査メンバーの調査結果・見解等
区分 調査事項 調査結果・見解等
原子力
関連
・福島県オフサイトセンター
の活動内容の把握
・県職員から原子力防災
（特に汚染除去と被ばく低
減）について聞き取り調査
・県内スクリーニングセンタ
ーにおける業務内容の把握
と今後の予定把握
・福島大学，福島高専の研究
者と被災地の現状及び今後
の方向について意見交換
・これだけの複合災害であるので，長期にわたる影響が想
定されていなかった。また，今後の見通しも現時点では
たたない。今後の安全指針等の見直しのため，地震，津
波等の複合災害まで想定した大規模災害も考慮に入れた
安全評価及びリスク評価が必要。決定論的，確率的リス
ク評価に関する研究とその知見を取り入れた新たな安全
指針が必要であり，原子力安全委員会，原子力安全・保
安院と協力して指針の向上に努めることが望ましいと考
えられる。
・放射線生体影響などに関する知識普及に，普段からもっ
と積極的に取り組んでいれば，不安が少しでも軽減され
たと考える。今回の件で得られた知見を総括し，放射線
防護の研究を推し進めていくことが望まれる。
・オフサイトセンターでの福島県生活環境部原子力安全対
策課及び原子力安全・保安院原子力災害現地対策本部と
の打ち合わせでは，福井県として福島県に協力していた
だけるなら，日本学術会議，日本原子力学会としてグル
ープで実施しようとしている課題に，福井大学の特色を
活かし加わっていただけたらありがたいとの発言があっ
た。
・原子力安全・保安院原子力災害現地対策本部の方からは，
将来に向けてのより安全な原子力システムの研究開発が
不可欠であり，福井大学として高速炉も含め原子力教育
・研究をより一層進めてほしいとの要望があった。
・福島の教訓は原発立地地域の共有なくして活かされない。
まずは立地地域で情報共有を強化すべきであると考える。
医療関連 ・関係者との意見交換
・福島県内で情報収集
・避難先受け入れ施設での生
・震災発生から２カ月以上が経過した現在，急性期医療へ
の需要は低下しており，今後は，災害関連死・孤独死を
防ぎ，コミュニテイの構築に配慮した看護・福祉への支
― ８ ―
６．調査結果を踏まえた今後の大学の対応方針について
（１）被災地への長期的な復興支援について
各調査者の調査結果・見解等を踏まえ，次の方向で検討，実施する。
（２）原子力の防災・危機管理，緊急被ばく医療等に関する機能強化について
今回の調査結果や被災地における本学の支援活動実績等も踏まえ，多数の原子力発電所が立地す
る福井県にある国立大学として，次のような機能強化を行いたい。
活実態，健康状態調査
・スクリーニングセンターで
の活動内容の把握，大規模
避難所の医療・看護に関す
る現況調査，原子力発電所
作業現場における救護活動
の把握
援の期待が高まるものと思われた。また，福島第一原子
力発電所事故に対する県民の不安は，依然として高く，
緊急被ばく医療に精通した医療人による支援が引き続き
重要と思われた。
被災者等へ
のメンタ
ルヘルス・
教育関連
・メンタルヘルス支援に係る
連携体制構築に向けての協
力依頼
・被災者へのメンタルヘルス支援に係る福井大学保健管理
センター，福島大学保健管理センター，福島県立医科大
学・こころのケア・チームの連携・協力の具体策協議に
向けての事前協議を行った。
・今回の震災に関わる教育の
面，特に，子どものこころ
のケア，学校教育の状況，
それに関わる福島大学の取
組状況調査
・子ども達の避難先も，避難所とか仮設住宅など多様であ
り，それに対応した支援が求められる。中高校生の一部
は非行に走っている状況もみられる。
・弱者である子どもたちの支援・教育の支援が疎かになり，
それへの対応が求められており，今後，支援の在り方を
検討する。
・学校教育に関し，福島大学との連携協力について，引き
続き協議する。
区 分 大学の対応方針
原子力関連 長期的なスパンにおいて，内容に応じて専門分野から助言する。相談内容に
よっては，可能な範囲で専門家を派遣する。
放射線計測関連 ・文科省要請によるスクリーニング業務支援へ参加する。
・放射線土壌汚染調査へ参加する。
医療関連 ① 現在，既に行っている活動を継続する。
・ 一時帰宅する避難者に対するサーベイチームの派遣
・ 救急部医師による原子力発電所作業現場での救護活動
② 福島第一原発事故の収束には，なお長期に亘ると予想される。「緊急被ば
く医療に強い人材」を育成し，被ばく医療に関して長期にわたる貢献を行う
③ 仮設住宅における慢性期の看護・福祉支援
被災者へのメンタル
ヘルス・教育関連
① 福島県立医科大学・心のケア・チームの一員として相馬地区メンタルヘル
スの直接支援（第１回目として７月１２～７月１７日予定）。
② 相馬市の状況を見ながら，相馬市の市役所職員・消防・学校教職員のメン
タルヘルスの調査と予防・回復支援を検討予定。
区 分 機能強化の内容
原子力防災・危機管
理関連
今回の調査結果も踏まえ，福井県，敦賀市等と連携し，附属国際原子力工学研
究所における防災・危機管理分野の研究教育の充実を進める必要があり，福井
大学附属国際原子力工学研究所の拡充を行う。
緊急被ばく医療関連 原子力災害時に現場で活動できる被ばく医療アドバイザー医師，緊急被ばく医
療に精通した救急医など関連領域の医師，看護師，放射線技師，保健師及び行
政職員の養成にかかる教育体制の整備
― ９ ―
７．参 考（別添参照）
・調査団に係る福井県及び福島県の新聞記事
・本学の福島県への支援活動について
所 属 職 名 氏 名 調 査 内 容 調査期間
役 員
学 長 福田 優
・関係者との意見交換。
・福島県内で情報収集。
５／２４
理 事 寺岡英男 ・福島大学を訪問，人間発達文化学類長と意見交
換（両大学保健管理センター間のメンタルヘル
ス支援，福島大学総合支援プロジェクトの「こ
ども支援関係」の調査研究への支援等）。
・事務的支援等に係る意見交換。
５／２４
（５／２５は宮城県）
理 事 高梨桂治
附属国際原子
力工学研究所
所 長 竹田敏一
・福島県オフサイトセンターにおける活動内容の
把握。
・福島県内で情報収集。
５／２４
教 授 泉 佳伸
・福島県オフサイトセンターにおける活動内容の
把握。
・県職員等（現地対策本部やスクリーニング本部，
医療班駐在などを含む）からの原子力防災（特
に汚染除去と被ばく低減）についての現状とニ
ーズの調査。
５／２４～５／２５
工学研究科原
子力・エネル
ギー安全工学
専攻
教 授 玉川洋一
・福島県オフサイトセンターにおける活動内容の
把握。
・県内スクリーニングセンターにおける業務内容
の把握と今後の活動予定を調査。
５／２３～５／２４
（５／２５，２６
スクリーニング
支援業務）
准教授 川本義海
・福島県オフサイトセンターにおける活動内容の
把握。
・被災地における現地提供の情報収集。
・福島大学，福島高専の研究者訪問による大学・
高専教員の諸活動及び原子力災害関連への対応
状況の聞き取り。
５／２３～５／２６
医学部
教 授 重松陽介 ・関係者との意見交換。
・福島県内で情報収集。
・避難先受け入れ施設での生活実態，健康状態調
査。被災者及び支援者の精神面の変化。（会津
若松市の二次避難所）
５／２４
教 授 酒井明子
５／２３～５／２５
（５／２６は岩手県）
医学部附属病
院救急部
准教授 木村哲也
・福島県内で情報収集。
・福島県立医科大学における「緊急被ばく医療体
制」の視察，同大との交流・協力体制構築の可
能性について調査。
５／２２～５／２４
保健管理セン
ター
准教授 細田憲一
・福島県立医科大学・こころのケアチーム，福島
大学保健管理センター等とメンタルヘルス支援
の具体策の検討。
６／４～６／６，６／１８
～６／２０
別紙
福島県での調査活動について
―１０―
参考資料
（Ｈ２３．５．２５ 福井新聞）福井新聞社提供
―１１―
（Ｈ２３．５．２５ 福島民報）（Ｈ２３．５．２５ 福島民友）
―１２―
本学の福島県への支援活動について
平成２３年５月２７日現在
事 項 活 動 実 績
医療支援
○附属病院の被ばく医療の専門家を福島県に派遣
・３月１３日～１７日 ３名（医学部教授他）
・４月２４日～２７日 １名（医学部教授）
・４月２７日～５月１日 １名（附属病院助教）
・５月４日～８日 １名（医学部教授）
・５月２２日～２５日 １名（附属病院教授）
【今後の予定】
・６月１６日～１９日 １名（医学部教授）
・６月２５日～２８日 １名（附属病院助教）
○放射線測定チームを福島県に派遣
・３月２１日～２４日 ３名（附属病院講師１名，放射線技師１名，事務１名）
○附属病院の心のケアチーム（医師，看護師）を派遣
・３月２４日～２８日 ２名（医学部助教１名，看護師１名）他 県職員５名
・４月２７日～５月１日 ２名（医学部助教１名，看護師１名）他 県職員２名
・５月２５日～２９日 ２名（医学部准教授１名，看護師１名）他 県職員
○看護学科教員を救援活動に派遣
・３月１２日～１７日 １名（医学部教授１名）
・５月１８日～２０日 １名（医学部教授１名）
※今後も継続予定
スクリーニング
支援
○附属国際原子力工学研究所教員を福島県に派遣
・４月２９日～５月３日 ３名（教授他）
・５月４日～５月８日 ２名（教授他）
○附属病院職員を福島県に派遣
・５月２２日，２３日 １名（放射線部 診療放射線技師）
○大学院工学研究科教員を福島県に派遣
・５月２５日，２６日 １名（大学院工学研究科教授）
【今後の予定】
・６月４日 １名（ライフサイエンス支援センター助教）
救援物資 ○福島大学へ食料，飲料水，灯油，医薬品，紙おむつ，粉ミルク等を提供（３月２３日）
被災者への支援
（住居提供等）
○福島県郡山市からの避難者（１世帯２名，自宅一部損壊）へ，宿舎を無償貸与。
―１３―
１．本学学生・教職員の活動
（１）学生の活動
（通知）
・２０１１．４．１３ 東日本大震災に伴う災害ボランティア活動に
関するお願いについて
・２０１１．５．１１ 東日本大震災に伴う災害ボランティア活動に
関するお願いについて
・２０１１．６．２８ 夏季休業期間中における東日本大震災に伴う
災害ボランティア活動に関するお願いについ
て
・２０１１．６．２８「大学連携リーグ」によるボランティアバス
が被災地へ出発します！
・２０１１．６．２９ 東日本大震災に係る災害ボランティア活動参
加を始めとした学生の活動に対する支援金の
募集について
・２０１１．７．２９ 東日本大震災に係る災害ボランティア活動参
加を始めとした学生の活動に対する支援金の
募集について（再度のお願い）
（活動）
・３月１９日（土）～４月１日（金） 医学部医学科学生１名
・３月２９日（火）～４月２日（土） 医学部医学科学生１名，
看護学科学生１名
・４月２４日（日）～ ２９日（金） 医学部医学科学生１名
福井県災害ボランティアセンター連絡会が行う陸前高田
市へのボランティア派遣に参加
・４月２９日（金）～５月５日（木）
医学部医学科学生１名が，NPO法人 TICO（徳島県）及
び NPO法人フェアトレード
東北（宮城県）と連携した石巻市及び東松島市でのボラ
ンティア活動に参加
・５月２日（月）～ ６日（金） 医学部医学科学生５名，
看護学科学生３名
・６月５日（日）～ ９日（木） 医教育地域科学部学生１名
福井県災害ボランティアセンター連絡会が行う陸前高田
市へのボランティア派遣に参加
・６月９日（木）～ １２日（日） 工学部学生１５名，
工学研究科学生１名
・６月１３日（月）～ １８日（土） 工学部学生８名
・６月１７日（金）～ ２０日（月） 工学部学生１名
石巻市でのボランティア活動に参加
・６月２０日（月）～ ２４日（金） 工学部学生１名
・７月１５日（金）～ １８日（月） 工学部学生１名
福井県災害ボランティアセンター連絡会が行う陸前高田
市へのボランティア派遣に参加
・７月２９日（金）～８月３日（水）
医学部看護学科学生１名が，石巻市でのボランティア活
動に参加
・８月９日（火）～ １２日（金） 教育地域科学部学生１名，
工学部学生７名，
工学研究科学生２名
（工学研究科教授１名が帯同）
・８月２３日（火）～ ２６日（金） 医学部医学科学生３名，
看護学科学生４名，
工学部学生３名，
工学研究科学生１名
（教育地域科学部助教１名が帯同）
福井県大学連携リーグが行う陸前高田市へのボランティ
ア派遣に参加
・８月２６日（金）～ ２９日（月） 医学部医学科学生１名
・８月２９日（月）～９月２日（金） 医学部医学科学生１０名，
看護学科学生５名
・９月１２日（月）～ １６日（金） 医学部医学科学生８名
福井県災害ボランティアセンター連絡会が行う陸前高田
市へのボランティア派遣に参加
（２）教職員の活動
○福島県調査団派遣
・５月２４日（火）～２６日（木）
本学が福島県に対する実行可能な復興支援のあり方を調
査すること等を目的として，調査団１３名（学長，理事２，
附属国際原子力工学研究所２（所長他），工学研究科原
子力・エネルギー安全工学専攻２（教授他），医学部２
（教授），附属病院１（准教授），事務職員３）を福島県
に派遣。福島県知事と面談し，支援のあり方等について
意見交換するとともに，教職員・学生からの義援金４００
万円を寄付。また，各調査目的に応じた調査等を実施
・６月４日（土）～６日（月）
保健管理センター准教授１名を福島県に派遣。福島県立
医科大学・神経精神医学講座心のケア・チームを訪問し，
相馬地区の支援状況を確認。また，相馬市保健センター
で現地の心のケア・チームと合流し，８カ所の避難所と
相馬市・南相馬市の被災状況を視察。また，福島大学総
合教育研究センターを訪問し，福島県のスクールカウン
セラーの活動状況，相馬地区の活動状況を確認
・７月１２日（火）～１７日（日）
保健管理センター准教授１名を福島県に派遣。福島県立
医科大学心のケア・チームと合流し，大野台仮設住宅，
東グランド仮設住宅，一休みの会，新地町を訪問し，住
民との相談活動に参画
・１２月１２日（月）～１７日（土）
保健管理センター准教授１名を福島県に派遣。福島県立
医科大学心のケア・チームと合流し，新地町前田・作田
仮設住宅（ちょっとここで一息の会），相馬市仮敷田・
柚木・大野台第３・第６仮設住宅（一休みの会）を訪問
し，住民との相談活動と仮設住宅訪問活動に参画
東日本大震災に係るこれまでの支援活動状況（平成２４年２月１０日現在）
―１４―
○福島県知事からの復興支援の要請に対する取組
（放射性物質除去・低減技術開発事業（水産分野）に係る
支援要請に対する取組）
１０月２０日付けで福島県知事から，平成２３年度放射性物質
除去・低減技術開発事業（水産分野）に係る支援要請が
あり，ライフサイエンス支援センター及び高エネルギー
医学研究センターが連携して対応することを決定。なお，
この取組は，１１月１０日に，国大協の平成２３年度「震災復
興・日本再生支援事業」に採択（事業名：放射性物質が
海面漁業に与える影響の研究支援に係る放射性物質の測
定）
・１１月２４日（木） 福島県水産試験所から担当職員２名が来
学。ライフサイエンス支援センター及び
高エネルギー医学研究センターで研究支
援スケジュールについて打合せ
・１２月１６日（金） 測定試料及び標準放射線源の到着を受け，
定量測定を開始
（平成２４年）
・１月１０日（火） 測定データを福島県へ送付
○附属病院の DMAT派遣
・３月１１日（金）～１３日（日）
福井県の要請により，１チーム５名（医師２（附属病院
助教），看護師２，事務（調整員）１）を派遣。仙台医
療センターにて活動
○附属病院の被曝医療の専門家派遣
・３月１３日（日）～１７日（木）
文科省の要請により，被曝医療の専門家（医学部教授他）
２名，補助者（附属病院助教）１名を福島県へ派遣
・４月２４日（日）～ ２７日（水） 医師（医学部教授）１名
・４月２７日（水）～５月１日（日） 医師（附属病院助教）１名
・５月４日（水）～ ８日（日） 医師（医学部教授）１名
・５月２２日（日）～ ２５日（水） 医師（附属病院教授）１名
・６月１６日（木）～ １９日（日） 医師（医学部教授）１名
・６月２４日（金）～ ２８日（火） 医師（附属病院助教）１名
・７月１６日（土）～ １９日（火） 医師（附属病院助教）１名
・７月２５日（月）～ ２８日（木） 医師（医学部教授）１名
・８月１５日（月）～ １８日（木） 医師（医学部教授）１名
・８月１８日（木）～ ２１日（日） 医師（附属病院助教）１名
原子力災害現地対策本部（内閣府内設置）の要請により，
医師を福島第１原発等で被爆や外傷を伴う事故が発生し
た場合に備えて救急搬送の拠点としているＪビレッジ
（福島県双葉郡楢葉町大字山田岡字美シ森８番）に派遣
し医療チームの統括医師として活動
・７月１１日（月）～ １３日（水） 医師（医学部教授）１名
・７月１２日（火）～ １４日（木） 医師（附属病院助教）１名
・７月２７日（水）～ ２９日（金） 医師（附属病院教授）１名
・７月２８日（木）～ ３０日（土） 医師（医学部助教）１名
・８月１２日（金）～ １５日（月） 医師（医学部教授）１名
・８月１４日（日）～ １６日（火） 医師（附属病院教授）１名
・８月１５日（月）～ １８日（木） 医師（附属病院助教）１名
・９月１０日（土）～ １２日（月） 医師（医学部助教）１名
・１０月６日（木）～ ８日（土） 医師（医学部助教）１名
・１０月１７日（月）～ １９日（水） 医師（医学部准教授）１名
・１０月２１日（金）～ ２３日（日） 医師（医学部助教）１名
・１０月３０日（日）～１１月２日（水） 医師（附属病院教授）１名
・１１月４日（金）～ ６日（日） 医師（医学部助教）１名
・１１月２２日（火）～ ２４日（木） 医師（医学部助教）１名
・１２月１日（木）～ ３日（土） 医師（医学部助教）１名
・１２月５日（月）～ ６日（火） 医師（医学部准教授）１名，
看護師 １名
・１２月２０日（火）～ ２２日（木） 医師（附属病院医員）１名
・１２月２３日（金）～ ２５日（日） 医師（医学部助教）１名
（平成２４年）
・１月４日（水）～ ６日（金） 医師（医学部助教）１名
・１月１５日（日）～ １７日（火） 医師（医学部准教授）１名
・１月２７日（金）～ ２９日（日） 医師（医学部助教）１名
・２月４日（土）～ ６日（月） 医師（医学部助教）１名
厚生労働省労働基準局安全衛生部長の要請により，福島
第一原発で作業している労働者に対する救急医療，及び
健康管理等に従事する医師を福島第一原発へ派遣
○附属病院の救護班派遣
・第１陣 ３月１８日（金）～ ２１日（月）
医師２（救急部長他），看護師２，薬剤師１，事務１
・第２陣 ３月２６日（土）～ ２９日（火）
医師２（附属病院医員），看護師２，薬剤師１，事務１
福井県の要請により，救護班を派遣。宮城県亘理町中央
公民館を拠点に亘理町立逢隅小学校及び逢隅中学校の救
護所において活動
・第３陣 ４月７日（木）～ １０日（日）
福井県の要請により，救護班６名（医師２（附属病院助
教他），看護師２，薬剤師１，事務１）を派遣。宮城県
亘理町中央公民館を拠点に亘理町立逢隅小学校，逢隅中
学校の救護所及び亘理町福祉避難所（ニチイ グループ
ホーム うらきど），亘理町ディサービスセンター お
おくま荘において活動
・第４陣 ４月１９日（火）～ ２２日（金）
福井県の要請により，救護班６名（医師２（附属病院医
員），看護師２，薬剤師１，事務１）を派遣。宮城県亘
理町中央公民館を拠点に亘理高校及び亘理町福祉避難所
（ニチイグループホームうらきど）において活動
・第５陣 ４月２９日（金）～５月２日（月）
医師２（医学科准教授他），看護師２，薬剤師１，事務１
・第６陣 ５月９日（月）～ １２日（木）
医師２（附属病院助教他），看護師２，薬剤師１，調整員１
福井県の要請により，救護班を派遣。宮城県亘理町中央
公民館を拠点に亘理高校，亘理小学校及び亘理町福祉避
難所（ニチイグループホームうらきど）において活動
―１５―
○附属病院の放射線測定チーム派遣
・第１陣 ３月２１日（月）～ ２４日（木）
福井県の要請により，放射線測定チーム３名（医師１（附
属病院講師），放射線技師１，事務１）を派遣。福島県
で放射線測定
○附属病院の心のケアチーム派遣
・第１陣 ３月２４日（木）～ ２８日（月）
福井県の要請により，心のケアチーム７名（医師１（医
学部助教），看護師１，他に福井県職員５）を派遣。避
難住民の心のケア対策等のため仙台市精神保健総合セン
ターを拠点に仙台市宮城野区の各避難所において活動
・第２陣 ４月２７日（水）～５月１日（日）
医師１（医学部助教），看護師１，他に福井県職員２
・第３陣 ５月２５日（水）～ ２９日（日）
医師１（医学部助教），看護師１，他に福井県職員
福井県の要請により，心のケアチームを派遣。避難住民
の心のケア対策等のため福島県会津保健福祉事務所を拠
点に会津若松市の各避難所に避難している大熊町民を対
象に活動
○附属病院近畿ブロック医療支援チーム派遣
・第１陣 ６月７日（火）～ １２日（日）
国立大学附属病院長会議において，近畿ブロック４大学
（大阪大学，京都大学，滋賀医科大学，福井大学）とし
て，東日本大震災被災地への医療支援体制を構築し，宮
城県石巻市へ各大学からローテーションにより，医療支
援チーム６名（医師２（医学部講師他），看護師２，薬
剤師１，事務１）を派遣。石巻赤十字病院を拠点に釜小
学校，大街道小学校，第一ひたかみ園，好文館高校にお
いて活動
・第２陣 ６月２４日（金）～ ２７日（月）
医療支援チーム４名（医師２（附属病院助教他），看護
師１，事務１）を派遣。石巻赤十字病院を拠点に第一ひ
たかみ園，釜会館において活動
・第３陣 ７月９日（土）～ １４日（木）
医療支援チーム６名（医師２（附属病院医員），看護師
２，薬剤師１，事務１）を派遣。石巻赤十字病院を拠点
に湊小学校において活動
（７月１８日（月）をもって近畿ブロック医療支援チーム
による石巻市への派遣を打ち切り。）
○附属病院中部ブロック医療支援医師長期派遣
□岩手県立釜石病院長期派遣
・第１陣 １１月１１日（金）～２５日（金）
医師１名（附属病院助教（泌尿器科））
全国医学部長病院長会議被災地医療支援委員会において，
中部ブロック１１大学（中部地区の国公私立大学病院）と
して，東日本大震災被災地への医療支援体制を構築し，
岩手県立釜石病院へ各大学からローテーションにより，
泌尿器科医師１名を約２週間派遣
□北茨城市立総合病院長期派遣
（平成２４年）
・第１陣 ２月３日（金）～１７日（金）
医師１名（附属病院医員（循環器内科））
全国医学部長病院長会議被災地医療支援委員会において，
中部ブロック１１大学（中部地区の国公私立大学病院）と
して，東日本大震災被災地への医療支援体制を構築し，
北茨城市立総合病院へ各大学からローテーションにより，
循環器内科医師１名を約２週間派遣
○附属病院の産科医師派遣
・８月１９日（金）～ ２７日（土）
日本産科婦人科学会の要請により，医師２名（附属病院
助教１と医学科助教１）を宮城県の石巻地区に派遣
○附属病院のエコノミー症候群（被災者血栓症）予防検診協
力のため医師等派遣
・９月２日（金）～ ４日（日）
東日本大震災エコノミー症候群（被災者血栓症）予防検
診支援会（仮称）の要請により，医師２名（医学部講師
１他），検査技師１名を陸前高田市に派遣
○附属病院MSW派遣
（平成２４年）
・２月５日（日）～ １０日（金）
公益社団法人 日本医療社会福祉協会の要請により，
MSW１名を宮城県石巻市へ東日本大震災災害支援活動
協力員として派遣
○医学部の検案医師派遣
・３月１７日（木）～ ２５日（金）
警察庁からの要請により，検案医師１名（医学科准教授）
を宮城県に派遣
○医学部の循環器，呼吸器検診等の医師派遣
・３月２３日（水）～ ２５日（金）
宮城県立循環器呼吸器病センターの要請により，医師１
名（医学科講師）を同センターに派遣
○医学部の岩手医科大学附属病院災害対策本部合同巡回チー
ムへの医師派遣
・５月２７日（金）～ ２９日（日）
岩手医科大学附属病院災害対策本部の要請により，医師
１名（医学科講師）を派遣
○医学部教員の緊急被ばくシンポジウムへの参加
・７月２４日（日）
医学部教授２名と看護学科教授１名が緊急被ばくシンポ
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ジウム（於：敦賀）で，福島県の被災地での活動報告と
今後の医療・看護における被ばく医療の人材育成と他職
種との連携について意見交換
○医学部のエコー検査専門医の医師派遣
・９月２日（金）～９月４日（日）
盛岡市立病院長の要請により，医師１名（医学科講師）
を派遣
○医学部看護学科教員の救護活動
・３月１２日（土）～ １７日（木）
日本災害看護学会の要請により，看護学科教授１名が先
遣隊として，福島県及び宮城県で救護活動
・３月２２日（火）～ ３０日（水）
災害看護支援機構の要請により，看護学科教授１名が石
巻市等で救護活動（出発の際には，看護学科内等からの
救援物資を現地避難所へ持参）
・４月８日（金）～ １０日（日）
看護学科教授他４名が救援物資を持参し，陸前高田市に
おいて被災地の現状確認と今後の活動調整を実施
・４月２９日（金）～５月４日（水）
看護学科教授他８名が，陸前高田市において，災害看護
支援機構主催の復興支援イベントや救護活動を実施
・５月１８日（水）～ ２０日（金）
看護学科教授１名が岩手県陸前高田市において福祉避難
所「炭の家」の支援及び継続支援判断と広田半島巡回調
整を実施。また，福島県災害対策本部において救護班の
派遣調整者と面談し，今後の対策について協議
・５月２１日（土）～ ２２日（日）
看護学科教授１名が神戸市において災害看護支援機構セ
ミナーを開催し，福島県の復興支援に関する関係者（建
築士，弁護士，避難所支援を行っている県職員，税理士，
看護職員）と復興に向けて協議
・６月３日（金）～ ５日（日）
看護学科教授１名が陸前高田市において陸前高田福祉避
難所閉鎖の打合せ及び陸前高田市広田町の巡回調整，岩
手県大槌町，山田町ハマナス学園において支援活動を実
施
・６月６日（月）
看護学科教授１名が厚生労働省の東日本大震災被災者の
健康状態等に関する調査研究ワーキンググループ会に出
席。
・６月２４日（金）～ ２７日（日）
看護学科教授１名が福島県避難所支援および岩手県陸前
高田・釜石にて実態調査を実施
・７月２３日（土）
看護学科教授１名が日本看護系学会協議会主催の東日本
大震災緊急シンポジウム（於：慶応義塾大学）で，シン
ポジストとして発表し，東日本大震災における学会とし
ての今後の活動の方向性と具体的活動について検討
・７月３０日（土）
看護学科教授１名が高知県立大学にて，医療者への東日
本大震災関連の講演会を実施
・７月３１日（日）
看護学科教授１名が全国保健師教育機関協議会主催の研
修会（於：大阪）で，東日本大震災における危機管理に
ついて講演会を実施
・８月２５日（木）～ ２８日（日）
看護学科教授１名が陸前高田市で，支援者のメンタルヘ
ルス調査，仮設住宅訪問健康調査，復興イベント出店協
力を実施
・８月２９日（月）～ ３０日（火）
看護学科教授１名が陸前高田市で，医学部学生仮設住宅
訪問の後方支援を実施
・９月９日（金）
看護学科教授１名が福井市で陸前高田復興支援グッズ販
売支援
・９月１１日（日）
看護学科教授１名が越前市で東日本大震災講演会実施
・９月３０日（金）
看護学科教授１名が鯖江市で東日本大震災講演会実施
・１０月１４日（金）
看護学科教授１名が済生会病院で看護師対象に東日本大
震災講演会実施
・１１月２日（水）
看護学科教授１名が福島県社会福祉協議会の依頼により，
福島県内１６０人の福祉施設看護職員に東日本大震災の現
状と課題を踏まえた避難誘導シミュレーションを実施
・１１月～
看護学科教授１名が日本災害看護学会東日本大震災プロ
ジェクトのメンバーとして，被災地の今後の復興支援に
ついて検討開始
・１２月１６日（金） ～１８日（日）
看護学科教員３名（看護学科教授１，講師１，助教１）
が陸前高田広田小学校仮設住宅にて，健康相談とクリス
マスイベント開催予定
（平成２４年）
・２月４日（土）
看護学科教授１名が東日本大震災プロジェクトとして，
岩手・宮城の仮設住宅健康問題の明確化のための調査デ
ータ整理・放射線被ばくにおける健康問題に関わるセミ
ナー開催
・３月５日（月）～ ８日（木）
看護学科教員５名が岩手・宮城・福島仮設住宅において
心理的変化調査予定
・３月２６日（月）
看護学科教授１名が南三陸にて健康相談ブース活動予定
○スクリーニング派遣
・４月２８日（木）～５月４日（水）
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附属国際原子力工学研究所２名（教授）
・４月２９日（金）～５月４日（水）
附属国際原子力工学研究所１名（特命助教）
・５月３日（火）～ ８日（日）
附属国際原子力工学研究所２名（教授）
・５月２１日（土）～ ２３日（月） 附属病院放射線技師１名
・５月２４日（火）～ ２７日（金）
工学研究科原子力・エネルギー安全工学専攻教授１名
・６月３日（金）～ ５日（日） 医学部医学科１名（助教）
・６月５日（日）～ １０日（金）
工学研究科原子力・エネルギー安全工学専攻１名（准教授）
・６月１０日（金）～ １３日（月） 医学部医学科１名（助教）
・６月２０日（月）～ ２３日（木）
工学研究科物理工学専攻１名（教授），
ライフサイエンス支援センター１名（技術専門職員）
・７月２３日（土）～ ２７日（水）
工学研究科原子力・エネルギー安全工学専攻１名（准教授）
・７月２９日（金）～８月１日（月）
工学研究科原子力・エネルギー安全工学専攻１名（助教）
・８月５日（金）～ ９日（火） 医学部医学科１名（助教）
・８月２５日（木）～ ２７日（土）
工学研究科原子力・エネルギー安全工学専攻１名（助教）
福島県の要請により派遣。福島県で放射線測定
○教育地域科学部の福島大学の教員志望の学生に対する支援
活動
・６月２９日（水）
教育地域科学部長が，福島大学人間発達文化学類長と，
福島大学の教員志望の学生に対する支援方法について協
議
・７月７日（木）
教職開発専攻長が，福島大学人間発達文化学類を訪問し，
中田スウラ学類長及び評議員と，今後の支援方法につい
て協議。東日本大震災により福島県は本年度の教員採用
試験を控えるとの事から，福島大学の教員志望の学生に，
教員採用を待つ間，どのような支援が可能かを協議し，
本学大学院へ進学し易いような生活上の手立てを講じる
ことも可能である旨を説明
・９月１５日（木）
教育地域科学部長が，福島大学人間発達文化学類長と，
今後の支援方法について協議
○教育地域科学部教員の被害状況調査活動
・４月１８日（月）～２２日（金）
教育地域科学部教授１名，助手１名，学生１名が宮城県
下の津波被害および津波堆積物調査を実施
・５月９日（月）～１５日（日）
教育地域科学部教授１名，助手１名，学生１名が岩手県
および宮城県下の津波被害および津波堆積物調査を実施
・６月２２日（水）
教育地域科学部教授１名が，福島県井戸沢断層の現地調
査を実施
・１０月２０日（木）
教育地域科学部教授１名が，原子力安全保安院「地震津
波に関する意見聴取会」委員として，女川原子力発電所
の取水路，海水ポンプ廻り及び原子炉建屋内の被害状況
調査を実施
・１１月２３日（水）
教育地域科学部教授１名が，原子力安全保安院「地震津
波に関する意見聴取会」委員として，福島県湯ノ岳断層
の現地調査を実施
・１２月１日（木）
教育地域科学部教授１名が，原子力安全保安院「地震津
波に関する意見聴取会」委員として，福島第一原子力発
電所１～４号機の外観および取水路，海水ポンプ廻り及
び５号機原子炉建屋内の被害状況調査を実施
○工学部の放射線測定フィールドワーク
（平成２４年）
・２月２７日（月）～３月２日（金）
工学研究科原子力・エネルギー安全工学専攻教授１名，
准教授１名，物理工学科４年生３名が，フィールドワー
クを実施する分担地域を予め設定し，チームごとに分担
地域において放射線測定を実施予定
（３）その他の活動
○チャリティーコンサートの開催
３月２２日（火）に開催予定であった「平成２２年度福井大
学卒業記念前夜祭」は，「福井大学東北地方太平洋沖地
震チャリティーコンサート」として開催し，入場料収入
全額を被災地への義援金として寄附。また，ボランティ
アサークルの学生が募金活動を実施
○義援金の募集
（通知）
・２０１１．３．１５ 東北地方太平洋沖地震義援金の募集について
・２０１１．７．１２ 東日本大震災義援金について
（活動）
・３月１７日（木）～４月６日（水） 学生有志ボランティア
による募金活動（JR福井駅前，ショッ
ピングセンター等）筑波大学福井県出身
学生有志も途中から合流
・３月２４日（水） 学位記授与式の際，ボランティアサーク
ルの学生が募金活動を実施
・４月６日（水） 入学式の際，ボランティアサークルの学
生が募金活動を実施
・４月８日（金） 日本赤十字社福井県支部に教職員・学生
からの義援金，チャリティーコンサート
入場料等２４７万４千円を寄付
・５月２４日（火） 福島県に教職員・学生からの義援金４００
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万円を寄付
・７月８日（金） 日本赤十字社福井県支部に教職員・学生
からの義援金３６２，６８７円を寄附
○医薬品，医療材料の提供
・東北大学産科婦人科から要請があり，３月１８日（金）に産
科婦人科手術キット等の医療材料を提供
・被災地からの患者受入れのための医薬品不足を来たしてい
る新潟大学から要請があり，３月２２日（火）に透析用医薬
品等を提供
○救援物資の提供
・社団法人国立大学協会からの要請により，３月２３日（水）
に福島大学へ食料，灯油，粉ミルク等の支援物資を提供
○パソコン等の ICT機器の提供
岩手大学工学部からの依頼「東日本復興のためのパソコ
ン等の ICT機器提供のお願い」を受け，工学部技術部が，
工学研究科情報・メディア工学専攻からノートパソコン３
台を受け入れ，工学部技術部から windowsXPの OS３組
を提供し，ノートパソコン３台の再フォーマット及び OS
のインストール作業を行い，６月８日（水）に岩手大学工
学部に発送
２．被災した入学生・在学生及び被災地の大学の学生・教職
員等への支援
○一般入試合格者への入学手続きの対応，相談
（通知）
・２０１１．３．１４ 福井大学一般入試（前期日程）合格者に係る
入学手続きについて
・２０１１．３．２３ 福井大学一般入試（後期日程）合格者に係る
入学手続きについて
○入学料・授業料免除
（通知）
・２０１１．３．２３ 東北地方太平洋沖地震により被災した入学生
・在学生の皆様へ
○アパート無償提供
・３月２８日（月）に文京キャンパス近隣のアパート管理人か
ら，被災地出身の学生にアパート２部屋を無償で提供した
いとの申し出があったため，希望者は担当窓口に相談する
よう，ホームページ等で周知
○学生宿舎への入居
国際交流学生宿舎入居予定の新入生（被災地出身）１名
から，入居期日（４月１日）以前の入居希望があり，３月
から入居できるように措置
○教科書の無償提供
東日本大震災で被災した学生に対し，福井大学生協の協
力により教科書を無償で提供。詳細は以下に問い合わせ
（対象学生）
・被災した本学学生
・福井県に避難している被災地の大学の学生で本学で学ぶ方
（問合せ先）
福井大学学務部学生サービス課 TEL ０７７６－２７－８４０３
福井大学生活協同組合 TEL ０７７６－２１－２９５６
○被災地域の大学の学生・教職員等への学習支援
（通知）
・２０１１．３．１７ 被災地域の大学の教職員・学生及び入学予定
者の皆様へ（総合図書館）
・２０１１．３．１７ 被災地域の大学の教職員・学生及び入学予定
者の皆様へ（医学図書館）
・２０１１．４．１ 被災地域大学の学生への学習支援について
○被災地の大学の学生・教職員等の本学情報システムの利用
（通知）
・２０１１．４．８ 被災地の大学に所属する学生・教職員等で福
井県に避難されている方の情報システム（PC，インター
ネット等）の利用について
３．学生・教職員の安否確認
（１）学生
○大津波警報地域出身学生の安否確認
３月１１日（金）１８：００頃から本人への電話確認を開始
（文京キャンパス）
対象地域：北海道，岩手，宮城，福島，茨城，千葉，
静岡，和歌山，徳島
対象学生 １１５人
→全員の無事（家族を含む）を確認済（ただし，実家
の家財等被災した者２人あり）
（松岡キャンパス）
対象地域：岩手，宮城，福島，茨城
対象学生 １５人
→全員の無事（家族を含む）を確認済
○全学生の安否確認
３月１２日（土）１４：３０頃に学生支援センター HP及び
本学 HPに安否連絡の通知を掲載
（２）教職員
３月１１日（金）夜までに教職員全員の無事を確認
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